
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

【『すると彼は答えて言った。「『心を尽くし、思いを尽くし、力を尽くし、
知性を尽くして、あなたの神である主を愛せよ』、また『あなたの隣人
をあなた自身のように愛せよ』とあります。」】（ルカ10：27）
「隣人」とは誰のことか、イエス様はたとえ話を用いて話されます。
強盗に襲われ、持ち物を奪われて怪我をした人がいました。律法学者や
レビ人がそこを通りましたが、見て見ぬふりをしてそのまま離れて行っ
てしまいました。しかし、一人のサマリヤ人が彼をかわいそうに思い、
傷の手当てをして助けてあげました。私達も、この善きサマリヤ人のよ
うに行いなさいと教えられています。
　イエス様はこのたとえ話を通して、この話に出てくるサマリヤ人と自
分は同じだと伝えています。傷ついた旅人は、人生の中でたくさんの物
を奪われ、失う私達のことを示しています。イエス様は、このサマリヤ
人のようにあなたをかわいそうに思い、助けようとしてくださいます。
また、一方で私達は去っていった律法学者やレビ人と同じ面も持ってい
ることを知っておかなければなりません。
私達にとって「喜び」とは何でしょうか。うまくいったこと（結果）に
対して喜ぶことはよくあります。私達は働き（doing）といった見える
ものに目を向けてしまいがちです。しかし、イエス様が喜ぶことは、結
果は関係ありません。目に見えることのために行うのではなく、目に見
えないことのために行うのです。すると、目に見えるものにも良い影響
が起こります。

　彼女の著書に「母よ嘆くなかれ」という本があります。彼女は作家と
して成功しますが、人から評価される中で自分の心が失われていくこと
に気付きませんでした。その彼女の娘は知的障害を持って生まれます。
娘と向き合っていく中で、彼女の目線は変えられていきました。世の中
では問題視される知的障害も神様は問題として見ることはないと知った
のです。娘の素晴らしさを感じる中で、障害を持っているとしても嘆く
必要はないことに気付きます。
「もし私の娘が知的障害者でなかったなら私は私より劣っている人を蔑
視した。しかし神様が知的障害の娘をくださり、すべての人が神様の御
前には平等だということを学ぶことができるようにしてくださいまし
た。」
　彼女にとっての幸いは、このことを通して彼女自身の目線が変えられ
たことです。世の中の認識では障害者である娘も、神様にとっては一人
の人生を変えることのできる素晴らしい者です。

　あなたは今、何かを奪われてはいないでしょうか。社会で適応できる
ものが正しいように見えてしまいますが、神様は私達にそれは少し違う
のではないかと問いかけています。私達は大切なものを見失っているこ
とが多くあります。今、自分の目線がずれていないか探らなければいけ
ません。
　弟子たちもパリサイ人たちと同じ目線で物事を見ていました。人々か
ら素晴らしいと評価されることが大事だったのです。しかし、大切なも
のは目に見えるものではありません。違うものを見ているなら、それを
置いて神様を見ましょう。神様は失ったものを取り戻すために私達の所
に来てくださいます。

藤原 祐子

来週の奉仕者
（９月２４日）

今週は…ヘブル9：23～ヘブル11：31

　～リビングライフより～

「この道はひとつ Well Done」す。 「この道はひとつ Well Done」

（ ２０２３ 年９月１０日 ） 

（要約者：池田 優香）

石井十次
ミュージカル

石井十次
ミュージカル

　金曜日のリビングライフでは『新しい契約によって改革される 初めの契約
に属するもの (ヘブル人への手紙9:1～10)』が語られました。
「初めの契約」とありますが、これは８章からの続きになっています。８章には、
モーセを通して与えられた律法は古い契約であり、神はエレミヤを通して、
新しい契約を約束されていることを学びました。こうした古い契約と新しい
契約には大きな違いがあるのですが、礼拝の規定にも根本的な違いがありま
す。初めに、古い契約における礼拝の規定と地上の聖所・至聖所についての
説明があります。
「この幕屋はその当時のための比喩です。それに従って、ささげ物といけにえ
とがささげられますが、それらは礼拝する者の良心を完全にすることはでき
ません（９節）」とあります。人は罪を持っていますから、聖なる神に近づく
には、自分がきよめられなければいけません。そのために、ささげ物といけ
にえがささげられます。古い契約について、「その当時のための比喩」である
と書かれています。地上の幕屋での奉仕は、その奉仕者たち自身を神の前に
ふさわしい霊的状態に刷新する〈良心を完全にする〉ことが出来なかったの
です。ではなぜ、このような契約を与えたのでしょうか。それは私たちが罪
人であるということを自覚させ、本当の救いを求めるように導くためでした。
　今回の個所の少し先には「しかしキリストは、すでに成就したすばらしい
事がらの大祭司として来られ、手で造った物でない、言い換えれば、この造
られた物とは違った、さらに偉大な、さらに完全な幕屋を通り、また、やぎ
と子牛との血によってではないく、ご自分の血によって、ただ一度、まこと
の聖所に入り、永遠の贖いを成し遂げられたのです（11‐12節）」とあります。
本当の救いとはイエス・キリストによって与えられた新しい契約です。この
新しい契約は、たとえ私たちが神との契約を守ることができなくとも、イエス・
キリストを信じることによってそのすべての罪が赦され、救われるというこ
とでした。私たちの行いとは全く関係がなく、神の一方的な恵みと憐れみ、
慈しみによって救われるからです。私たちの罪がたとえ緋のように赤くても、
雪のように白くしてくださる。たとい、紅のように赤くても、羊の毛のよう
にしてくだるのです。キリストの血によって…。
　これが福音、良い知らせです。神はこの新しい契約を私たちに与えてくだ
さったのです！

牧 一穂 牧師
牧 唯恵 伝道師
日名 洋 
日名 陽子
藤原 友規子

　

9 月の誕生者
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　ある国に病気がちな王様がいました。一人の農夫が栄養のある黒い人
参を一生懸命に育てて、王様に「これを食べてどうか元気になって下さ
い」と贈り物をします。すると、感動した王様は彼に広い土地を与え、「そ
の志を持って、この国の他の人も健康にしてほしい」と言われました。
そんなやり取りを見ていたある貴族は、王様が彼に褒美を与えたのを見
て羨ましく思い、自分も贈り物を持っていくことにしました。黒く輝く
毛並みの馬を選んで王様に贈ろうとしましたが、王様はそれを受け取り
ませんでした。「農夫の贈った人参は喜んで褒美まで与えたのに、もっ
と高価な自分の贈り物はなぜ受け取ってもらえないのか」と貴族が問う
と、王様は「それはあなたが、あなた自身の為にしたことであって私の
為にしたことではない」と言われました。王様は贈り物を喜んだのでは
なく、この農夫の想いを喜ばれたのです。この貴族は、贈り物の本来の
目的を忘れて自分の利益になることだけが大切になっていました。
　この話を見ると、私達が普段している行為もこのようなことが多いの
ではないかと気付かされます。お中元とお歳暮などもその例です。贈り
物をする本来の目的を忘れて、付き合いや習慣だけになっていないで
しょうか。私達は上辺を気にしてしまいますが、神様はそれを行う私達
の心を見ておられます。

 　あなたの目にカラスは何色に見えますか？私達が普段見ているカラ
スは黒く見えますが、本当は紫のような色をしています。人の目で認識
できる色（可視光線）の範囲は決まっているので、本来の色は見えません。
私達が見えるのは一部だけで本質は見えていないのです。
また、カラスがゴミを漁る姿に悪いイメージを持つ人もいるかもしれま
せん。しかし、彼らは分解者たちのリーダーであり、生態系を守る大切
な役割を担っています。私達は目に見える情報に左右されがちですが、
大事なのは物事の本質を見ることです。

　弟子たちはイエス様から力を貰い、遣わされた先で多くの奇跡を起こ
しました。弟子たちは大喜びで帰ってきましたが、イエス様は弟子たち
に「そんなことで喜んでいてはいけない。あなたの名前が天国に書き記
されていることだけを喜びなさい」と言われます。
【ちょうどこのとき、イエスは、聖霊によって喜びにあふれて言われた。】
（ルカ10：21）
弟子たちとイエス様の見る喜びは違いました。弟子たちが世の中での成
功を喜んでいるのに対して、イエス様は聖霊によって喜んでいると聖書
には書かれています。
　私達は目から得られる知識だけで判断しようとするため、何が正しい
のか分からなくなってしまいます。多くの人が他人からの言葉や態度と
いった目に見えるものに影響されてしまうのです。あなたの目線は、ず
れていないでしょうか。
【これらのことを、賢い者や知恵のある者には隠して、幼子たちに現わ
してくださいました。そうです、父よ。これがみこころにかなったこと
でした。】（ルカ10：21）
　私達の知る世の中の賢さや知恵は、神様の方法とは違います。私達に
は人から評価されたいという欲の目がありますが、幼子のように素直な
心で神様を見て聞こうとすることが大切なのです。
【すべてのものが、わたしの父から、わたしに渡されています。】（ルカ
10：22）
　全ての物は神様から貰ったものです。弟子たちが行った、人の生き返
りや悪霊の追い出しのような奇跡はイエス様にとって当たり前のことで
あり、特別に喜ぶことではありませんでした。この箇所からも、弟子た
ちとイエス様では見ているものが違うということが分かります。

【すると、ある律法の専門家が立ち上がり、イエスをためそうとして言っ
た。「先生、何をしたら永遠のいのちを自分のものとして受けることが
できるでしょうか。」】（ルカ10：25）

　当時は律法を守ることが永遠の命を得ることだと考えられていまし
た。この専門家はイエス様が律法をないがしろにしていると思い、ため
そうとしたのです。
イエス様は彼に【「律法には、何と書いてありますか。あなたはどう読
んでいますか」】（ルカ10：26）と尋ねます。私達は目の前に起きること、
人から言われたことをどう受け止めているでしょうか。多くの場合に、
私達は読み方を間違えてしまいます。
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さいごに

25日   永井千愛
27日   西嵜達也
29日   山本賢
29日   泉水京子

19 日   富岡千秋
19 日   富岡牧
20 日   楢村紗枝
20 日   澤口明子
21日    三村直輝    

  8 日   佐藤仁美
  8 日   藤原友規子
 13日   牧希穂乃
 

16 日  岩﨑晃輝
16 日  鈴木智子
17 日  小林茂
18 日  丸井克己
 

              　 1 日   淺野愛可
1日   新開彩
2日    眞砂永一
3日    青木容子

岩﨑櫻

 

地位やお金、環境、人との関係など、世の中には私達の目を見えな
くさせる多くの物があります。私達は人からの評価といった結果を
求めてしまいがちですが、神様が向き合うのは結果ではなくプロセ
スであり、それは私たち自身です。神様は結果ではなく今の私達を
見てくださいます。
私達の目が開かれて、見るべき物が見えるように祈りましょう。

：

　九月三日の礼拝の最後に「この道はひとつ」を賛美しま
した。歌詞に心を留めながら歌っていると最近覚えた心に
沁みるもう一つの賛美を思わされました。Well Done ( よく
やった)マタイ25:21です。
  6月 6日に米国の女性宣教師ヘレンさん (90)が帰天されま
した。7月に追悼会がありその時に流された曲です。結婚後
60 年もインド　メキシコ　ホンジュラス　日本などの宣教
に携わり　帰国後も地元コミュニティは勿論　世界各地を
訪れ伝道されました。彼女は神を愛し隣人を愛し　喜び　
希望　力溢れる正に神の素晴らしい器だったそうです。彼
女の幼い頃から晩年までの写真が Well Done の曲と共に映
し出されました。私は彼女の人生を思いながら涙が溢れま
した。彼女はイエス様を信じ　示される道をしっかりと歩
みました。時が来てこの世の使命を果たし終え、この世を
去る際に「よくやった。忠実な僕よ」と天に迎えられた事
でしょう。
　私も　「この道はひとつだけ天の父の 御もとへ続く道たと
え涙の時も信じて ただ信じてゆこう『わたしが道であり 真
理であり命なのです。』と 主は言われたからこの道を歩こう 
疑わずに守られている喜び感じながらこの道を～」歩んで
いきたいです。
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ｱ ｼ ｽ ﾀ ﾝ ﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
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岩﨑 祥誉
行司 伝道師
李 雋英
a澤口 明子
楢村 明子
日名 陽子
髙橋 司
山本 麻美
西嵜 真由美
髙橋 奈津江
西嵜 達也
神達 良子
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聖 日 準 備

食 事
片　付　け

：

：
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日名ファミリー
（HIG）

各　自

各　自

        　 

主  日  礼  拝主  日  礼  拝

王様と贈り物

本質を見る

律法の専門家とイエス様

ノーベル賞作家：パールバック

神様を見る

目線の違い（弟子たちとイエス様）

    

てもて塾

野上裕美子

髙橋未衣

丸井克己

永井千愛

曽我一裕 岡本絆

河島弘子

小林茂 富岡千秋 富岡牧 楢村紗枝 澤口明子

西嵜達也

石坂美緒 石原奈々絵

三村直輝

石殿雅一 淺野省吾

山本賢 泉水京子

 
 「あなたの目は何をみているのか」
 あなたはどちらの国に生きるのか？失われた者Ⅴ

ルカ10：17－34

チャーチミーティング

ストレッチ
ワークショップ

西山慎一先生
サンデーユース
合同礼拝
誕生者お祝い

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

ユース礼拝17：00～

長谷川先生
特別祈祷会

長谷川先生
神学生学び

18:30~ゴスペル自主練

18:30~ゴスペル自主練

1

kiki さん
ゴスペル練習

野外活動

セル祈祷会


